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近藤　佐利さん（内保町）
ヨサコイのチームを作って活

動していますが、そのいいとこ
ろは、大人も子どもも一つのものに夢中になれ
ることだと思います。その中で人と出会い、関
わり、絆を強めることで、他では得られないも
のを学び合えるように思います。ヨサコイも一
つですが、夢中になれるものを通して人と人と
のつながりを大切にしていきたいですね。

水谷　有希さん（朝日町）
人と話すことが好きなので、

人と接する仕事をしたいと思っ
ています。長浜は、お城や伝統文化など、古さ
の中に新しいものがうまく調和されているまち
だと思います。観光でたくさんの人が訪れます
が、「楽しかったから、もう一度来てみたい」と
思ってもらえるまちにしたいですね。

人と人とのつながり
を大切に

もう一度来たいと
思えるまちに

石田　　賢さん（谷口町）
谷口町内の21人で営農組合

をつくり７年。農業で利益をあ
げることは難しくなっていますが、この地域に
は谷水など、米づくりに最適な自然環境があり
ます。米づくりのほか、米を地酒に利用したり、
古代米を作ったり工夫しています。代々受け継
いできた農地でこれからも真心のこもったいい
ものをつくっていきたいと思います。

上野　市衛さん（富田町）
冨田人形の人形使いとして携

わっています。現在、広く伝承
芸能にかかわっていただくために、小中学生の
総合学習で体験してもらったり、地元だけでな
く近隣からも参加され、活動しています。合併
を機に、より多くの人に参加いただくことで新
たな魅力が生まれ、人と人との交流を通して文
化の交流が深まればいいですね。

心のこもった
米づくりを

清水　政伸さん（宮前町）
米川にホタルが飛び交うよう

に、勉強会を立ち上げましたが、
ホタルが飛び交うようなほっと和める場所が増
えるといいですね。市域が広がり、山川、湖、
田園など、自然や景観が増えました。このよう
な自然を大切にすると同時に、埋もれた魅力が
たくさんあると思いますので、せっかくの財産
をもう一度見直したいですね。

心安らぐ自然を
大切にしたい

文化の交流を
深めたい

伊藤　崇史さん（安養寺町）
学校で地域文化を専攻してい

ますが、たとえば雪の多い地域
は家の建て方を工夫されているように、各地域
には、その土地の暮らしによって生まれてきた
文化があります。合併することで便利になった
り、経済が活性化したり、いい面はたくさんあ
りますが、その土地が持っている文化など、残
すべきものは残していきたいですね。

乾　　紀幸さん（難波町）
自分の地域は自分で守るとい

う気持ちで、自主防災組織や消
防団の活動をしています。地域の安全を守るに
は、お互いが助け合うことが大切だと思います
が、エリアが広くなるなど不安なところもあり
ます。だから今まで以上に、みんなに「安心し
て暮らせる」といっていただけるようがんばり
たいと思います。

地域独特の文化は
残したい

安心して
暮らせるまちに
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まずは健康で、外で元気に友だちと走りまわるような子に
なってくれたらと思います。そのためにも、子どもたちがの
びのびと安心して暮らせる環境を私たち大人がつくっていき
たいと思います。
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２月13日に誕生

子どもたちがのびのび暮らせるまちに

２月13日に産声をあげた金山雄斗くん。お母さんの麻穂さんは旧浅井町出身で、旧びわ町
の文博さんと結婚。長浜市が誕生した日に長浜市民となる雄斗くんを出産されました。

左から金山�穂さん、雄斗くん、文博さん

長浜市内の中学生で、誕生日が２月13日の
人に抱負をお聞きしました。

２月13日長浜市誕生 このコーナーでは、新長浜市に対する夢や希望をいろい
ろな人にお聞きしました。
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